
将来なりたい職業の上位に「Youtuber」が挙がるように
なって数年が経ちました。すでに小学生、中学生の子どもたち
が(おそらくは保護者主導で)動画に出演して子どもたちに魅力的
なコンテンツを発信している例も多くあります。
そんな中で、友だちをいじめる動画を投稿するなど問題のある投稿をしてし

まいニュースとして取り上げられたりする事例も後を経ちません。
「動画をつくりたい」という意欲のある子どもに対して「動画投稿をしては

いけません」と伝えて禁止してしまえば、そういったトラブルを起こることは
ありませんが、せっかくわきおこった子どもたちの「動画を作りたい」という
創作欲求はそのまま行き場をなくしてしまいます。
「創作をしたい」という気持ちを前向きにとらえ、その上でもし動画をつく

るなら何に気をつけるべきかを伝え考えさせることで、問題が発生するリスク
を抑え、同時に子どもたちの興味関心を潰さずに創作させることができると考
えています。

20年前には特別であった「パソコンを使う」技術が最近では多くの職種で必
須の技術となっています。今回学んだ動画作成や、それに関連する技術が、将
来どのような場面で役立つかわかりません。
今回の活動が、お子さんの興味関心を広げ、創作する楽しみを知るきっかけ

になることを願っています。

■「創作する楽しみ」を知るきっかけに

保護者の皆様へ
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